
基準値（単位） 基準年度
26.00% H17

中間年度 最終年度

770

％

550

％

0

％

％

％

910ｍ 21 1050ｍ

相模原ICの供用開始予定が平
成２２年度であり、同ICの供用開
始時期に合わせて整備を完了す
る必要があるため。(Ｌ＝１，１２０
ｍ）

政策名（章） 第２章 質の高い都市基盤の整備を進めます

１ 施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

基本施策名（節名） 評価担当課 国県道対策室

基本目標 躍動し 魅力あふれる交流拠点都市をめざして 施策コード 32110

目標値の考え方（根拠）

・市民の日常生活圏の拡大や産業経済活動の広域化に対応するため､都県の区域境界を越えた広域的な交流の軸となる幹線道路の整備を促進する。
・市内の拠点間等を有機的に結ぶ幹線道路のネットワークを構築するため､都市計画道路等の計画的､重点的な整備を進めるとともに､将来の交通需要への対応
を図るため､新たな都市計画道路の検討を進めます。

・首都圏中央連絡自動車道（さがみ縦貫道路）については平成２４年度末を完成目標に事業中。
・圏央道関連アクセス道路である（都）相模原町田事業中。拡幅延伸については検討中。
・圏央道関連アクセス道路である津久井広域道路の中で、（都）相原城山線、（都）城山津久井線については事業中。
・国道、県道等の整備促進については､多くの路線で事業中。

２ 事業費・人員

年度 平成14年度（決算）平成17年度（決算） 増減の主な理由

３ 成果・活動指標

49,213

事業費 913

人件費 48,300

＊人件費は、一人あたり Ｈ14：839万円、Ｈ17：805万円として算定。人口は、61.6万人（Ｈ15.4.1現在） 66.7万人（Ｈ18.4.1現在）とした。

人件費を加味したため

指標名 指標の基準値の定義

市民一人あたりの事業費 2 74

合計 925

H17

指標１
（都）相模原町田線
（県道５２号（相模原町田）：（仮）相模原ICアクセス道
路）

整備予定延長の内の整備済率

指標２
(都）相原城山線
（津久井広域道路：（仮）城山ICアクセス道路）
神奈川県相模原土木管内

整備予定延長の内の整備済率
39.10%

H17

指標４

指標３ さがみ縦貫道路（仮）相模原インターチェンジ
整備予定延長の内の整備済率

0%

指標５

Ｈ17目標値/実績値 中間年度の目標値 最終年度の目標値

指標１

達成率
19

26

200

指標２

達成率
19

39.1

215
740 21

城山ICの供用開始予定が平成２
４年度であり、同ICの供用開始
時期に合わせて整備を完了する
必要があるため。（１，２００ｍ）

920m

指標３

達成率
19

#DIV/0!

0
0ｍ 21

国土交通省が発表している「目
標宣言プロジェクト」において、相
模原ICの供用開始予定が平成２
２年度となっているため。（Ｌ＝７
８０ｍ）

0ｍ

指標４

達成率 #DIV/0!

指標５

達成率 #DIV/0!

◆総合計画における位置付け等 平成18年１０月３１日記入

平成１8年度 施策評価シート

施 策 名 広域的幹線道路の整備 課長名 菊地 勝実

評価担当部 土木部

第１節 骨格幹線道路網の整備



１次評価

C

２次評価

Ｃ

３次評価

Ｃ

４ 市民満足度調査結果（平成18年度実施分）
○この施策の満足度は3.140で51施策の中で30番目。
○重要度は3.785で28番目である。
○改善要望度は－0.0255で26番目である。
○年齢別にみると、満足度は70歳以上でもっとも高く、30歳
代でもっとも低くなっている。
○重要度は70歳以上でもっとも高く、40歳代でもっとも低く
なっている。
○前回調査と比較すると、満足度は施策の順位が大幅に
上がり、重要度も上がっている。
○満足度の順位では、40歳代以上の年代で前回調査より
大幅に上がっている。
○重要度の順位では、20、60歳代で大幅に上がり、30歳代
で下がっている。

視点の
種類

評価基準・
着眼点 評価点 それぞれの視点に対して評価の具体的根拠

５ １次評価（３つの視点から評価を行う）

有効性

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施
している

4 2 1

さがみ縦貫道路及びそのアクセス道路が整備されることにより、市内の交通渋滞緩和、
交通安全の向上、産業経済の発展等が期待できる。当該道路の事業者は、国及び県で
あるが、両道路の早期完成のため、国・県への整備促進要望や地元との調整等に協力し
整備促進を図る。

効率性

最少経費で最大
効果が得られる
事業構成となっ
ている

4 2 1

さがみ縦貫道路及びそのアクセス道路の整備については事業者が国及び県であるた
め、原則として市の費用負担は無い。しかしながら、事業を円滑に行うための事業協力を
積極的に行っている。

市民満
足度

市民満足度調査
により市民ニー
ズを把握し、市民
の立場に立って
事業展開してい
る

4 2 1

各幹線道路が完成すれば、交通渋滞が緩和されることにより沿道住宅地区内の通過交
通が軽減され、地域の交通安全が向上する。また、交通の利便性が向上することにより
産業・経済が発達し、地域の発展に寄与する。

６ 課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計 4 評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）
Ａ（12から10点） Ｂ（9から5点） Ｃ（4点以下）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

○担当課の業務の成果がわかる指標を設定すること。 ○市民にわかりやすい指標を検討し、設定すること。
○評価結果に対する分析を行うこと。
○3つの視点（有効性・効率性・市民満足度）のうち、改善する視点の明確化を図ること。
○評価結果とその分析に基づいた課題と解決策の検討を行い、明記すること。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

施策の性格上、国・県の事業の進捗状況に左右されることとなり、評価の水準はやむをえないものと考えられるが、今
後とも関係機関への積極的な整備促進要望や地元調整への協力などに努め、広域幹線道路の整備を図っていくべきで
ある。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８ ３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

課題
さがみ縦貫道路及びアクセス道路の整備を行うのは国や県であるため、両事業者の施策や予算の都合に

より事業の完成時期は左右される。また、道路は相模原市内のみで完結するものではないため、周辺市町及
びその地権者等の事情も影響する。

解決策
事業者がより円滑に事業が行えるよう、整備促進要望や地元調整等、積極的に協力をし、早期完成に向け

て努力する。
整備促進要望については、効果的な要望となるよう内容を工夫する。

７ ２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

骨格幹線道路網の整備

3.0

3.5

4.0

4.5

2.5 3.0 3.5 4.0

満足度の平均 3.190

低い ← 満足度 → 高い

高
い

↑

重
要
度

↓

低
い

重要度の平均 3.871

施策

Ｈ18◇ Ｈ15▲



コード 32110

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

国道１６号橋本五差路から
橋本陸橋の４車線化整備 国 0 0

同 大野台小学校入口交差
点の歩道橋の設置 国､市 0 0

県道４６号相模原茅ヶ崎市
道当麻３０号～市道芹沢の

歩道整備
県 0 0

同 武井橋～市道磯部５９
号の歩道整備 県 0 0

県道４８号鍛冶谷相模原し
おだ土地区画整理事業関

連の整備
県 0 0

県道５１号町田厚木 市道
上鶴間１６号～国道１６号の

整備
県 0 0

同 市道磯部大野～市道上
鶴間１５６号 県 0 0

県道５７号相模原大蔵町山
王橋の整備 県 0 0

同 陽光台１丁目～相生３
丁目の歩道再整備 県 0 0

同 上溝歩道橋の架け替え 県 0 0

同 上溝中坂下交差点の改
良 県 0 0

県道５０３号相模原立川宮
下交差点～市道すすきの氷

川
県 0 0

県道５０７号相武台相模原
陽光台７丁目交差点改良 県､市 0 0

圏央道の整備 国 0 0

県道５２号相模原町田（ＩＣア
クセス関連） 県 0 0

津久井広域道路 県 0 0

国道１６号橋本駅南入口交
差点の横断地下道の設置

国 0 0

同 東大沼１丁目歩道橋の架け替え 国、市 0 0

同 東大沼１丁目交差点の改良 国、市 0 0

同 歩道・植栽帯の緑化の
充実 国 0 0

国道４１３号橋本地区都市
拠点総合整備事業の関連

整備
県 0 0

県道４６号相模原茅ヶ崎宝
光寺入口～田尻交差点 県 0 0

県道５１号町田厚木 市道
上鶴間１５６号～ 市南合同

庁舎前
県 0 0

県道５２号相模原町田 西
大沼４丁目～ 若松４丁目 県 0 0

同 市道淵野辺中和田～都
県境 県 0 0

県道５４号相模原愛川 国
道１２９号～県道６３号相模

原大磯
県 0 0

同 上溝交差点～鳩川新橋
の歩道再整備 県 0 0

県道６３号相模原大磯 市
道南橋本青葉～県道５０８

号厚木城山
県 0 0

県道５０８号厚木城山国道１
２９号～下九沢宮下バス停 県 0 0

県道５０８号厚木城山内出
交差点の改良 県､市 0 0

0.00 0 0.00 0 0 0

0.00 925 6.00 48,300 913 49,213合計

計

広域的幹線道路の整備



コード 32110

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

(都）相模原二ツ塚線市道南
大野～座間市境 県 0 0

相模野幹線（仮称） 県 0 0

横浜多摩幹線（仮称） 県 0 0

国道１６号高根１丁目から大
野台１丁目の歩道整備 国 0 0

同 元橋本歩道橋の再整備 国 0 0

同 共和３丁目 交差点の
改良 国 0 0

同 淵野辺交差点の改良 国 0 0

国道１２９号作の口歩道橋の
架け替え 県 0 0

国道４１３号二本松交差点の
改良 県、市 0 0

県道４８号鍛冶谷相模原清
水入口～市道大島１６７号 県 0 0

同 昭和橋～しおだ土地区
画整理事業区域境 県 0 0

同 市道塚場榎戸との交差
点改良 県 0 0

県道５１号町田厚木 市南
合同庁舎前～座間市境 県 0 0

同 市道上鶴間１６４号～都
県境 県 0 0

県道５２号相模原町田 若
松小学校前 歩道橋の設置 県 0 0

同 旧フィッシングパーク前
歩道橋の設置 県 0 0

県道６３号相模原大磯 九
沢橋交差点の改良 県 0 0

県道５０６号八王子城山 城
山町境～都県境歩道整備 県 0 0
県道５０７号相武台相模原
県道５１号～県道５２号４車

線化
県 0 0

同 若草小前歩道橋の設置 県 0 0

県道５０８号厚木城山 上溝
交差点～ 国道１２９号 県 0 0

県道５０８号厚木城山田尻
交差点～国道１２９号 県 0 0

同 昭和橋～(都）嶽之内当
麻線 県 0 0

(都)宮下横山台線の延伸 県 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0.00 0 0.00 0 0 0計

広域的幹線道路の整備



コード 32110

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

中央道の改良整備 国 0.10 805 805

圏央道（さがみ縦貫道路）の 国 0.80 6,440 6,440

国道16号改良整備 国 0.50 4,025 4,025

国道20号改良整備 国 0.10 805 805

津久井広域道路の整備 県 0.60 4,830 4,830

(都)相模原町田の整備、延
伸 県 0.30 2,415 2,415

各国道県道の改良整備 県 0.60 4,830 4,830

相模野幹線（仮称） 県 0.10 805 805

横浜多摩幹線（仮称） 県 0.10 805 805
相模原津久井広域道路及
び国道４１３号整備促進協

議会

国県道対策室
＜事務局＞ 180 0.50 4,025 180 4,205

（都）相模原二ツ塚線及び
水窪座間線建設促進協議

会
国県道対策室 80 0.20 1,610 80 1,690

神奈川県都市計画街路事
業促進協議会 国県道対策室 260 0.10 805 260 1,065

関東国道協会 国県道対策室
＜事務局＞ 40 1.20 9,660 40 9,700

首都圏中央連絡道路建設
促進期成同盟会 国県道対策室 80 0.10 805 80 885

神奈川県道路利用者会議 国県道対策室 100 0.10 805 88 893

相模原市幹線道路網整備
促進協議会

国県道対策室
＜事務局＞ 185 0.60 4,830 185 5,015

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0.00 925 6.00 48,300 913 49,213計

広域的幹線道路の整備



コード 32110

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0.00 0 0.00 0 0 0計

広域的幹線道路の整備


